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有機械に応じた生産者による工夫が必
要である。実際，生産者によって様々
な工夫が為されている。これらの工夫
を共有化することが直播の普及に大き
く役立つと考えている。そして，直播
の普及に伴って選択性の高い除草剤の
開発や様々な周辺技術が向上すること
で，さらに直播がやりやすくなって普
及することを期待する。
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はじめに

　フロルピラウキシフェンベンジル
（ブランド名：Rinskor™，リンズコ
ア™）は，米国ダウ・アグロサイエ
ンス社（現 Corteva Agriscience™）
により発明されたアリルピコリネート
骨格を有する新規除草剤である。
米国ダウ・アグロサイエンス社は，

長年のオーキシン活性を有する除草活
性化合物の探索の結果，2010 年に本
剤が創製され主に水稲用の除草剤とし
て開発が開始された。本剤を有効成分
とする水稲用除草剤が，2017 年には
米国，韓国，チリで，2018 年にはコ
ロンビア，オーストラリアおよび中国
で農薬登録がなされた。日本国内にお
いて，本剤の単剤および混合剤の商品
化に向けて現在，開発中である。なか
でも，フロルピラウキシフェンベンジ
ル 2.7% 乳剤は，2015 年から DAH-
1502 EC の試験コードで公益財団法
人日本植物調節剤研究協会を通じた委
託試験を開始し，現在，登録申請中で
ある。登録後は商品名ロイヤント™

乳剤としての販売開始を予定している
（表 -1）。

本報では，本剤の作用特性について
紹介する。

1. 物理的化学的性状および
安全性

本剤の化学構造式および物理的化学
的性状は以下の通りである。
一般名：  フロルピラウキシフェンベンジル 

(florpyrauxifen-benzyl)

化学名 (IUPAC和名 )：
　  ベンジル =4- アミノ -3- クロロ -6-
(4- クロロ -2- フルオロ -3- メトキシ
フェニル )-5- フルオロピリジン -2-
カルボキシラート

CAS No.：1390661-72-9
分子式：C20H14Cl2F2N2O3

分子量：439.24
構造式：図 -1
Log Pow：5.5 (20°C，pH 7)
水溶解度：0.015 mg/L (20°C，純水 )
蒸気圧：3.2×10-5 Pa  (20°C)

2. 安全性

本剤は，哺乳類，水生生物，ミツバ
チ等への有用生物に対して高い安全性
を有することが確認されている。また，
本剤を有効成分とするロイヤント乳剤
は，これまでの社内外の圃場試験にお
いて，雑草茎葉散布処理による水稲の
生育に実用上問題となるような薬害は
認められず，安全性は高いと考えられ
る。

3. 作用特性

(1) 作用機構

フロルピラウキシフェンベンジル
は，HRAC ではグループ O，WSSA
では Class 4 に分類されるオーキシン
型除草剤であり，植物の生長調節機構
の撹乱によって分裂組織を異常に活性
化させると考えられている。しかしな
がら，他のオーキシン型除草剤とは異
なるオーキシン受容体（AFB5）に特
異的に結合することが明らかとなっ
ており，オーキシン型除草剤である

新規水稲用除草剤
フロルピラウキシフェンベンジル
（ブランド名：リンズコア™）

新薬剤紹介
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図 -1　  フロルピラウキシフェンベンジルの
化学構造式



11216　植調　Vol.53, No.4（2019)

2,4-D の抵抗性雑草に有効との報告が
ある。

(2) 殺草スペクトラム

海外の圃場試験において，本剤の除
草効果が認められている雑草名を表
-2 にまとめた。

4. 国内における圃場試験
結果

国内におけるロイヤント乳剤は，雑
草茎葉散布処理での効果・薬害試験が
日本各地の研究機関において実施さ
れ，日本植物調節剤研究協会による委
託試験結果では，イヌホタルイ以外の
草種に対して対照剤と同等以上の効果
を示した（図 -2）。また，水田のノビエ，
オモダカ，コナギ，ミズアオイ，イボ
クサ，クサネムなどに対して高い除草
効果を示した（図 -3 および -4）。今
後は適用拡大の作物として直播水稲，

適用雑草としてオモダカ，アゼガヤ，
キシュウスズメノヒエ等の可能性を検
討していきたい。

5. おわりに

フロルピラウキシフェンベンジル

は，水田における主な雑草に対して低
薬量で高い除草効果を示す新規骨格を
有する除草剤である。現在，国内では
本剤の単剤であるロイヤント乳剤を雑
草茎葉散布剤として農薬登録申請中で
ある。同時に，本剤を含有する混合剤
が開発されている。本剤の特徴が理解

表 -2　フロルピラウキシフェンベンジルの殺草スペクトラム

学名 名 名 学名 名 名

E ch in och loa cru s- g alli イ ビエ C h en opodiu m alb u m シロ

E ch in och loa colon a コ メビエ C om m elin a s p . ク

E ch in och loa oryz oides Ear l y w at e r g r as s C on yz a s p . イ コ

U roch loa plan tag in ea Al e x an d e r g r as s E clipta alb a カ ブロウ

U roch loa platyph ylla B r o ad l e af s i g n al g r as s H eteran th era s p . アメリカコナ

C yperu s dif f orm is マガ リ L u dw ig ia octovalis ン イ

C yperu s escu len tu s マス L u dw ig ia lin if olia P r i mr o s e w i l l o w

C yperu s iria コ メガ リ L in dern ia pyx idaria ア ナ

C yperu s rotu n du s マス M on och oria s p . アオイ

A b u tilon th eoph rasti イ ビ M u rdan n ia n u dif lora ア イ ク

A lism a plan tag o- aq u atica ジオ カ P h yllan th u s n iru ri コ カン ウ

A esch yn om en e s p . ク ネ Sag ittaria s p . オ カ

A m m an n ia s p . メ Sesb an ia ex altata アメリカ ノク ネ

A m aran th u s s p . アマランス X an th iu m stru m ariu m オナ

A m b rosia s p . ブ ク

図-2 草 に対する イ ン の雑草茎葉散布処理(200mL/10a)による除草効果

試験(2017年 2018年)の 15 （処理: 4葉期 よ 5葉期）

   DAH-1502 EC処理                         処理

      イ ン 処理            処理

除
草
効
果

図 -2　各草種に対するロイヤント乳剤の雑草茎葉散布処理 (200mL/10a) による除草効果
植調委託試験 (2017年，2018年 ) の計 15例を集計（処理 : ノビエ 4葉期および5葉期）
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され，今後の水稲生産現場において，
雑草防除に対する有効な防除資材の一
助としての貢献を希望している。本剤
の普及にあたっては，現場の水稲生産
現場に合わせた製品・使い方を提案し
ていきたいと考えている。そのために
も，各地域の指導機関や流通関係者の
皆様には，引き続きご指導・ご助言を
賜りたくお願い申し上げたい。
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図 -3　ノビエに対するロイヤント乳剤の雑草茎葉散布処理による除草効果（委託試験）
 試験年度 : 2017 年
 試験場所：（公財）日本植物調節剤研究協会　北海道研究センター
 処理日：6月 16日（ノビエ 5葉期）
 薬量：200mL/10a
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